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美浜の環境シリーズ 52
　
　
　

月
6
日
、
美
浜
町･

若
狭
町･

あ

　
　
　

わ
ら
市
が
、
湖
の
水
質
や
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
す
被
害
に
備
え
、
応
急
・
復

旧
対
策
で
支
援
を
行
う
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
あ
わ
ら
市
役
所
で
そ

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

美
浜
町
と
両
市
町
は
、
県
内
で
湖
を
有

す
る
市
町
同
士
、
水
質
や
環
境
の
保
全
を

目
的
と
し
て
昭
和
63
年
に｢

三
方
五
湖
・

北
潟
湖
水
質
保
全
対
策
協
議
会｣

を
設
立

し
、
調
査
研
究
や
県
へ
の
要
望
活
動
を

11

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

三
方
五
湖･

北
潟
湖
で

　
　

環
境
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

冬
の
節
電
に
取
り
組
も
う
!!

　
　
　

府
は
、
12
月
3
日
か
ら
3
月
29
日

　
　
　

ま
で
を
節
電
期
間
と
し
、
沖
縄
を

除
く
全
国
の
電
力
会
社
管
内
に
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
管
内
で
は
、
冬
場
の
最
大
供

給
力
は
２
，６
４
２
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
最

大
需
要
は
２
，５
３
７
万
を
想
定
し
て
お

り
、
若
干
の
余
力
は
あ
る
も
の
の
、
火
力

発
電
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
、
供
給
不
足
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
企
業
で

は
、
日
常
的
な
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
き
な
節
電

へ
つ
な
が
る
た
め
、
各
家
庭
で
も
節
電
を

意
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
節
電
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も

有
効
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
だ

け
で
な
く
、
環
境
を
守
る
と
い
う
面
か
ら

も
、
ぜ
ひ
節
電
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

政

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
は
、
湖
に
漂
流
物
が
発

生
し
た
際
の
撤
去
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

や
資
機
材
の
提
供
、
影
響
調
査
や
回
復
の

た
め
の
情
報
提
供
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、今
後
は
環
境
被
害
時
に
限
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
湖
の
清
掃
活
動
に
職
員
や
住

民
を
派
遣
し
あ
い
、
作
業
へ
の
参
加
を
通

じ
て
交
流
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。↑協定書に調印後、握手を交わす３市町の長

　(左から山口町長、森下若狭町長、橋本あわら市長)

北潟湖

三方五湖

①
寒
い
時
に
は
厚
着
を
す
る

②
暖
房
の
設
定
温
度
は
20
℃
を
目
安
に

③
こ
た
つ
に
は
、
上
掛
け
と
敷
布
団
を

　

併
用
す
る

◆ 

冬
に
で
き
る
節
電
方
法 

◆

④
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
断
熱
マ
ッ
ト
を

　

組
み
合
わ
せ
る

⑤
温
水
洗
浄
便
座
は
使
用
後
ふ
た
を
閉

　

め
る

⑥
温
水
洗
浄
便
座
の
設
定
温
度
を
下
げ

　

る
⑦
間
隔
を
あ
け
ず
に
入
浴
し
、
保
温
機

　

能
は
使
用
し
な
い

⑧
浴
槽
に
は
必
ず
ふ
た
を
す
る

⑨
電
気
ポ
ッ
ト
を
長
時
間

　

使
用
し
な
い
場
合
は
、

　

保
温
せ
ず
コ
ン
セ
ン
ト

　

を
抜
く

⑩
加
湿
器
の
代
わ
り
に
洗
濯
物
を
室
内  

　

に
干
す
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11
月
27
日
に
、
町
役
場
で
第
１
７
７
回

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
原
子
力
規
制
庁

か
ら
安
全
規
制
の
検
討
状
況
、
ま
た
、
関

西
電
力
㈱
か
ら
美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策

の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

　

原
子
力
規
制
庁
か
ら
説
明
を
受
け
た
委

員
か
ら
は
、

第
１
７
７
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催

　
　

  
放
射
性
物
質
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、何
の
た
め
に
示
し
た
も
の
か
。

問
1

　
　

  

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
再
稼
動
の

判
断
は
し
な
い
の
か
。

問
2

　
　

  

拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
関
係

道
県
が
地
域
防
災
計
画
の
中
で
原
子
力
災

害
対
策
の
重
点
区
域
を
設
定
す
る
上
で
の

参
考
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

答
1

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
質
問
に

対
し
、
原
子
力
規
制
庁
は
、

　
　

  

原
子
力
規
制
委
員
会
の
役
割
は
、
原

子
力
発
電
所
が
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
運
転
再
開

を
判
断
を
す
る
立
場
に
な
い
。

答
2

と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
説
明
を
受

け
、
委
員
か
ら
は
、

　
　

  

先
般
視
察
し
た
女
川
発
電
所
の
防
潮

堤
は
、
今
後
、
津
波
の
想
定
が
高
く
な
っ

て
も
、
か
さ
上
げ
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
現
在
工
事
中
の
美
浜
発
電
所
の
防

潮
堤
は
ど
う
か
。

問
1

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
質
問
に
対
し

関
西
電
力
㈱
は
、

　
　

  

あ
ご
越
え(

外
海
に
面
し
た
海
抜
の

低
い
箇
所)

の
防
潮
堤
、発
電
所
全
周
の
防

潮
堤
と
も
に
、か
さ
上
げ
は
可
能
で
あ
る
。

答
1

と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
説
明
終
了
後
は
、
町

か
ら
先
般
開
催
さ
れ
た
第
１
８
０
回
福
井

県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報
告

と
、
福
島
第
一
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
た

原
子
力
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、

　
　

 

県
が
策
定
し

た
暫
定
避
難
先
は
、

お
お
い
町
と
の
こ
と

だ
が
、
若
狭
湾
に
は

原
子
力
発
電
所
が
14

基
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
場
所
で
よ

い
の
か
。

問
1

　
　

  
暫
定
措
置
と

い
う
も
の
の
、
明
日

起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
住

民
に
周
知
し
な
く
て

問
2

　
　

  

県
が
策
定
し
た
暫
定
避
難
先
は
、
美

浜
発
電
所
の
ほ
か
、
敦
賀
半
島
に
あ
る
発

電
所
に
お
い
て
万
が
一
事
故
が
起
こ
っ
た

場
合
の
避
難
先
で
あ
り
、
複
数
の
発
電
所

で
の
事
故
は
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、
今

後
の
計
画
見
直
し
の
中
で
県
と
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

答
1

　
　

  

現
在
実
施
し
て
い
る
ハ
ー
ト
フ
ル
対

話
で
説
明
し
て
い
る
が
、
今
後
対
応
し
て

い
き
た
い
。(

左
表
参
照)

答
2

と
答
え
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
安
全
規

制
の
動
向
や
防
災
対
策
、
ま
た
美
浜
発
電

所
の
安
全
対
策
等
を
適
宜
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

美浜発電所の状況

　今回の報告では、11月17日から12月17日までの美浜発電所
の状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
質
問
に

対
し
町
は
、

　この避難先は、国の防災基本計画及び国が策定
する原子力災害対策指針の見直しが示されるまで
の暫定措置であり、風向きや事故状況によっては
別途避難先を指定する。なお、避難にあたっては、
原則自家用車とし、発電所から半径5km圏内(丹生
･竹波･菅浜)の住民の避難を優先する。

集落名 避難先(おおい町)

丹生･竹波･菅浜 大飯中学校

佐田･北田 いきいき長寿村

けやき台 本郷小学校

坂尻･山上･太田 佐分利小学校

和田･木野･佐柿･麻生･中寺
宮代･安江･新庄･五十谷・寄戸

里山文化交流センター
(旧名田庄）

野口･佐野･上野･興道寺･雲谷 名田庄体育館

小倉･栄 名田庄小学校

河原市･南市 名田庄中学校

久保･郷市･松原･久々子･矢筈 総合町民福祉センター

早瀬･笹田･日向･気山･大薮
金山 総合町民体育館

■ 原子力災害時における暫定避難先

よ
い
の
か
。
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お知らせ
募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民環境課　３２－６７０３

福　祉　課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

健康づくり課(はあとぴあ内)　
　　　　　　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生涯学習課(なびあす内)
　　　　　　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

　
　
　
　

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
自
転
車
を
利
用
す
る
幼
児
、

児
童
及
び
高
齢
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

を
促
進
す
る
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

● 

補
助
対
象
者

※
町
税
等
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
対
象

　

に
な
り
ま
せ
ん
。

● 

補
助
対
象
ヘ
ル
メ
ッ
ト

・
美
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
13
歳
未
満
の

　

児
童
等
の
保
護
者

・
美
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

　

高
齢
者
、
ま
た
は
そ
の
高
齢
者
と
同
一

　

世
帯
の
方　

　

S
　

G
マ
ー
ク
が
貼
付
さ
れ
た
新
品
の

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
畠
中
）

☎
32
‐
６
７
０
３

● 

補
助
額　

　

購
入
金
額
の
2
分
の
1

　
　
　
　
　

 (

１
０
０
円
未
満
切
捨
て)

● 

補
助
上
限
額　

2
，０
０
０
円

● 

申
請
方
法　

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
町
住
民
環
境

課
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
領
収
書
及
び
S

　

G
マ
ー
ク
が
確
認
で
き

　

る
明
細
書

・
補
助
金
の
振
込
先(

申
請
者
の
口
座)

　

が
分
か
る
も
の

● 

申
請
期
間　

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
後
1
年
以
内

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

消
防
署
で
も
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

大
雪
時
に
は
除
雪
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署　

   　

☎
32
‐
１
１
９
０

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
企
画
政
策
課(

担
当
・
大
道)  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
１

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.m
ih

a
m

a
.

fu
ku

i.jp

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、﹁
ふ
る
さ
と
を

応
援
し
た
い
﹂･﹁
自
分
と
の
関
わ
り
が
深

い
地
域
に
貢
献
し
た
い
﹂
と
思
う
皆
様

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
出
身
地
等
の
自
治
体
に
寄
附
を
す
る

と
住
民
税
等
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

町
に
は
、
当
制
度
が
創
設
さ
れ
た
平
成

20
年
5
月
か
ら
こ
れ
ま
で(

平
成
24
年
11

月
30
日
現
在)
に
全
国
各
地
か
ら
１
４
３

件(

総
額
６
６
５
万
９
千
６
７
０
円)

の

寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な
お
金

は
、
町
の
発
展
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

ふ
る
さ
と

納
税｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　
　
　

☎
32
‐
０
０
８
３

○
よ
ち
よ
ち
お
は
な
し
0･

1･

2

● 

日
時　

1
月
10
日(

木)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

● 

対
象　

０･

１･

２
歳
児

  

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

1
月･

2
月
の
町
立
図
書
館
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、

　

わ
ら
べ
う
た

○
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

● 

対
象　

3
歳
～
小
学
校
低
学
年

 

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
折
り
紙 

● 

日
時　

1
月
19
日(

土)

　
　
　
　

午
後
3
時
～
3
時
40
分

● 

参
加
費　

無
料

● 

参
加
費　

無
料

　　　内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は、国民
　　　年金に加入し国民年金の保険料を納めることになりま
す。

① 老後を支えます!
② 病気やけがで障害の状態になった時に支えます!
③ 加入者が亡くなった時に、子のある配偶者や
　 子を支えます!

　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の年金を
負担するという｢世代間の支え合い｣が基本です。

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス 20歳になったら国民年金

※お問い合わせ先  町住民環境課(担当･武田奈々) ☎32‐6703 

▽  国民年金(基礎年金)の3つのメリット

▽ 世代間の支え合い

▽ ｢学生納付特例制度｣と｢若年者納付猶予制度｣とは

国

～新成人の皆さん おめでとうございます～

● 学生納付特例制度
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以
下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校
(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。
● 若年者納付猶予制度
　学生でない30歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一
定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制度
です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け
取るために必要な期間に算入されますが、年金額には反映
されません。しかし、収入を得られるようにな
り保険料の納付が可能となった時に｢追納制度｣
をご利用いただければ、将来受け取る年金を増
額することができます。

○
講
演
会｢

最
近
お
も
し
ろ
か
っ
た
本｣

● 

講
師　

瀬
川
あ
づ
さ
氏(

ラ
イ
タ
ー)

● 

日
時　

2
月
9
日(

土)

午
後
2
時
～

※お問い合わせ先  
　NHK福井放送局 ☎0776‐28‐8850 

上方演芸会公開録音

【日時】 2月1日(金) 開演午後6時30分(開場6時)

【会場】 生涯学習センターなびあす

【出演】 今いくよ･くるよ、
大木こだまひびき 

【観覧申込】
入場は無料ですが、事前の申し込みが必要です。
｢郵便往復はがき｣でお申し込みください。
[往信:表面] 〒910‐8680 NHK福井放送局｢上方演芸会｣係
[往信:裏面] ①郵便番号 ②住所 ③名前 ④電話番号
[返信:表面] ①郵便番号 ②住所 ③名前

[返信:裏面] 何も記入しないでください。

[締め切り] 1月15日(火)必着
 ほか

(土日祝日を除く／午前10時から午後6時)

※応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡のほか、
　NHKでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

※
福
井
新
聞｢

本
本
屋
本
舗｣

コ
ラ
ム
欄
担
当

○
子
ど
も
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

～
こ
ど
も
た
ち
に
本
を
届
け
る
た
め
に
～

● 

日
時　

2
月
24
日(

日)

午
後
2
時
～

※応募多数の際は抽選し、1枚で2人入場できる券をお送りします。


